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しかし内耳液の Na， K 組成に関しては，報告値にかなりの相違がみられるごとく，解古1] 学的諸条
件をはじめ，検索方法に困難な点が多く，現在なお定説を得るに到っていない口
そこで著者は，従来の方法を詳しく検討し，さらに新工夫を加えて，モノレモットを用いた精確な内





( 1 ) 実験動物:体重 350，_，400 g の成熟モノレモットで，一般状態，プライエル耳介反射，回転後
眼振等に異常ないものを使用した。
( 2 ) 内耳液採取法および測定方法:動物は無麻酔で急速に失血致死せしめ，直ちに直径 50---100
μ の硬質ガラス毛細管を用い内リンパは卵形嚢，外リンパは鼓室階外リンパを正円窓，前庭階外リン
パをだ円窓から採取コ採取後の試料は Sartrius 直示天秤にて重量測定の後， Beckman DU 型 ftame
photometer を使用して， Na, K 量を定量した。




2 音響刺激負荷群 (120 phon の white noise で連続 8 時間の刺激を 1 日 1 回の群，および 1 日
l 回で 1 週間負荷の 2 群)
3 回転刺激群(毎分 120回転で 5 秒間同転 10秒間休止の刺激を 10同負荷)
4 7 労重曹水静注群 (6 ml/Kg 静注)
上記各群について内外リンパ中の NaK 量を測定し，個々の測定値より母平均の信頼限界を求め
比較検討したつなお 2) 3) の 2 群ではプライエノレ耳介反射，回転後眼振の観察，および聴器の病理
組織標本を作成した。 4) 群については対照とした 5%食塩水静注群とともにそれぞれの成績を非注
射群と対比した。
E 実験成紡
著者の方法によるモ jレモット内耳液の Na， K 量測定値は，従来の報官値に比べぱらつきが少なく
以下の成績を得た口



















回転刺激負荷動物では内リンノヘ外リンパともに K 量の上昇が認められ， Na 量は有意の変動な
く，聴器の組織所見ではコノレチ器，前庭器等に病的変化を認めなかった凸
4) 7 %重曹水静注時の影響
静注後 1 ， 3 , 6 , 12 , 24時間における内耳液 Na， K 組成には大きな動きなく， 12-24日寺間後で
は正常値に一致， 5%食塩水静注時の動き( 1 時間の内リンパ Na 量上昇， K 量低下)と比べかな
りの相違が認められた。
〔総括〕
著者の方法によりモノレモット内耳液の Na， K 量を測定した結果，以下の成績が得られた。
C 1 J 正常動物では，内リンパ， Na 量15.2土 2.4 ， K 量 13 1. 5 土 2.8，鼓室階外リンパ， Na 量 149.5
士 5.5 ， K 量8.0 士1. 0，前庭階外リンノマ， Na 量 148.5 士 2.7 ， K 量 13.9 i:: 1. 2 の値が得られた口 (単
位は meq/l)
? ?
(nJ 音響刺激負荷の動物では内リンパの K 量に低下がみられ，この低下は 1 週間群において更
に著明となり，プライエノレ耳介反射，聴器の組織所見も 1 週間刺激群にのみ病的所見を認めることが
多かった。












に条件を負荷し Na， K 量変動を観察，また 796重曹水投与時の影響を検討した。その結果外リンパ
では殆んど変動がないのに比べ，内リンパの K 量において変化が認められ，音響障害を来たした動
物では K 量の低下，前庭刺激負荷の動物では逆に K 量の上昇をみたD 同時に音響障害動物では組
織学的にコノレチ器の病変を認め，前庭刺激動物の神経終末装置には著変を認めなかった。また重曹水
注射例では内リンパ Na， K 組成に大きな変動なく，対照とした等張食塩水注射例に Na の上昇 K の
低下がみられた。
以上本研究は内外リンパ採取法に新工夫を加え，微量の内耳液 Na， K 測定法の基礎をつくり，内
耳病態を内耳液イオン組成の面から検討，内耳代謝の解明に寄与したものと考えられる。
